
2008年 2月中旬にWindows Server 2008 RTM WDK

（Windows Server 2008製品版用WDK，以下WS08 WDK）

がMicrosoft ConnectサイトとMSDNのソフトウェア配布

サイトで公開されました．今回のWS08 WDKは，公開後

一時的にトラブルがありましたが，それも修復されて現在

では安定的に運用できるようになりました．Microsoft

Connect サイトと公開時のトラブルの経緯については，

pp.162-163のコラム1で説明しています．

開発者向けのデバイス・ドライバ開発キットである

WDKは，その前身のDDK（Driver Development Kit）の

時代から，メジャーなOSのリリース時に合わせて新しい

バージョンが開発され，公開されてきました．これはデバ

イス・ドライバが，OSであるWindowsを構成する同じ基

本モジュールのDDI（デバイス・ドライバ・インターフェー

ス）を経由して，共用利用していることに由来します．

Microsoft社は，新しいWindowsの開発では機能追加や機

能向上，効率化，セキュリティの観点から，OSを構成す

る基本モジュールやDDIを常に見直しています．そのた

め，今回の Windows Server 2008と Windows Vista

Service Pack 1（以降SP1）のリリースに合わせて，WDK

も従来のWindows Vista WDK（バージョン 6000）から，

バージョン 6001.18001になりました．

● WS08 WDKの新機能

WS08 WDKの新機能は次の通りです．表 1にWS08

WDKが対応するターゲットOSを従来のバージョンと比

較して示します．

¡開発ホストとターゲットがWindows Vista SP1 と

Windows Server 2008に対応

¡UMDFドライバのターゲットにWindows Server

2003（SP1以降）を追加

¡WDFのバージョン変更

¡サンプルの拡充

¡ツールの拡充

¡Documentationの充実

¡Windows Vista用ビルド環境以外でのUMDFビルド

対応

これらのうち，デバイス・ドライバ開発者にとって最も

重要な変更点は，KMDF（カーネル・モード・ドライバ

開発用フレームワーク）と，UMDF（ユーザ・モード・ド

ライバ開発用フレームワーク）を含むWDF（Windows

Driver Foundation）のバージョンを，従来の1.5から1.7に

上げたことです．バージョン1.7での変更点は多いのです

べてには触れません（詳細は WDKの Release Noteと

WDK Documentを参照）が，バグ・フィックスとDDIの

細かい仕様修正・追加が主な変更内容です．
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第11回 最新版WDK6001の公開と利用方法

今回は最近（2008年 5月現在）公開されたWDK（Windows Driver Kit）の最新版と，Windows Server 2008をはじめと

する，最新OS（オペレーティング・システム）を含めたデバイス・ドライバ開発時のWDKのビルド環境の適用方法につ

いて解説する． （筆者）
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表1 WDKとWDFがサポートするターゲット環境

ターゲット環境
Windows Windows 

Windows XP
Windows Windows Windows 

2000 SP4 Server 2003 Vista SPなし Vista SP1 Server 2008

WDK 6000 WDM ○ ○ ○ ○ △ △

KMDF 1.5 ○ ○ ○ ○ △ △

UMDF 1.5 × × ○SP2以降 ○ △ △

WDK 6001 WDM ○ ○ ○ ○ ○ ○

KMDF 1.7 ○ ○ ○ ○要再起動 ○ ○

UMDF 1.7 × ○SP1以降 ○SP2以降 ○要再起動 ○ ○

×　利用不可
○　サポート済
△　未サポート（OSの新機
能を利用しない場合は
利用可能）



求され，サービス・パックなしのWindows Vistaのサポー

トはいずれ打ち切られるのではないかと筆者は予想してい

ます．

今回の6001.18001でWDKに追加されたサンプル・ソー

ス・コードを表 2に示します．主要な

開発ツールであるSDVとPREfastの変

更点を表 3に，新しく追加されたツー

ルを表4にまとめて示します．

Documentation では各種のバグ・

フィックスや，今まで不足していた文

書の追加のほか，新しい Document

Explore（ヘルプ文書参照ツール）に対応

した機能として，検索結果に対してド

ライバのカテゴリ別のフィルタリング機

能が追加（図 1）されました．そして，

DDIのリファレンス表示において“！”

マークをクリックすると，基本要求事

項が表示されるようになりました（図

2）．今後はWDKのDocumentationの

しかし後述するように，今後，WindowsのWDK開発

チームではこの1.7を開発サポートの中心にするので，そ

れに引きずられる形でWindows VistaもWindows Server

2008と同じWDF 1.7に対応するSP1に移行することが要
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表2
新しく追加されたサンプ
ル・ソース・コード

表3
主要なツールの変更点

ディレクトリ 種　類 説　明

src¥bth¥bthecho KMDF KMDF Bluetooth Echo（L2CAPサーバとデバイス）

src¥input¥hbtnkey WDM Tablet PC Button Driver

src¥ir¥smscir KMDF SMSC SIO1049チップ用Media Center赤外線受信ドライバ

src¥kmdf¥hidusbfx2 KMDF KMDFを使用したHIDミニドライバのサンプル
（USB非HIDデバイスのHID対応方法に対応）

src¥network¥usbnwifi WDM USB Wi-Fi ミニポート・サンプル

src¥storage¥msahci WDM AHCI ATA ミニポート

src¥umdf¥1394vdev_hybrid UMDF+KMDF UMDFとKMDFの IEEE 1394用混成ドライバのサンプル

src¥umdf¥Socketecho UMDF Win32APIのソケット呼び出し対応UMDFサンプル

ツール 変更内容

SDV（Static Driver Verifier） 従来サポートのWDMに加えてKMDFに対応

PFD（PREfast for Drivers） コード解析効率を改善してノイズを削減させるため，ソース・コード中のアノテーショ
ン解析機能に対応（詳細はDocumentsのPREfast for Drivers Annotationsを参照）

表4
新しく追加
されたツール

ツール ディレクトリ・パス 説　明

Device Path 
tools¥dc2¥＜ arch＞¥DevPathExer.exe

従来の dc2.exeと devctl.exeに代わる，GUI対応の信頼
Exerciser 性とセキュリティのテスト・ツール

Kernrate tools¥other¥＜ arch＞¥Kernrate.exe
CPU時間の消費を検証するためのサンプル・プロファイル・
ツール

WSD相互運用
The Device Profile for Web Services（DPWS）の実装（WSD

ツール
tools¥wsdapi API）をクライアントとデバイスの双方で検証する，Web Services 

on Devices（WSD）の相互運用性確認ツール

Inf2cat bin¥SelfSign¥Inf2cat.exe
署名用カタログ作成ツールのSignabilityが廃止され，Inf2cat
が正式にサポートされる

WDF検証ツール tools¥wdf WDFドライバを検証するためのWDF VerifierとWdfTester

表4
新しく追加
されたツール

図1 カテゴリ別のフィルタリング機能


